
自分で自分を伸ばす夏休み

校長 清水 晃

４４日間の夏休みを終えて、子供たちの元気な声が学校に戻ってきました。
みんな健康で目標通りに生活できたでしょうか。「自分で自分を伸ばす絶好
の機会」であった夏休み。心も体も一回り大きくなって、夏休みに経験した
ことを前期後半の学校生活に生かしてほしいと願っています。

今年の夏も異常気象といってもおかしくない夏でした。熊本の大地震。千
葉県を中心とした豪雨。ネパールの大洪水や福井県の大雨。日本のみならず、
世界中でも地震や台風や大雨、線状降水帯などによる被害が相次ぎ、数多く
の命が奪われました。子供たちの安全や命を守るためには、前例にとらわれ
ず様々なことを想定しなければならないことを改めて痛感しました。

夏休みは７月の５年生飯山自然体験教室から始まりました。天気にも恵ま
れ、豊かな自然の中で様々な体験活動を行うことができました。８月の６年
生日光高原学園は雨の多い３日間でしたが、６年生全員が協力し、全員で楽
しい思い出を作るという気持ちを一つにして過ごせました。戦場ヶ原ハイキ
ングは、残念ながら途中で打ち切りとなりましたが、雨で延期したキャンプ
ファイヤーも２日目に実施することができるなど、奇跡的なこともたくさん
起こり、３日間を通じて小学校生活最後の宿泊行事を満喫しました。

９月には国立競技場での６年生の陸上競技会。後期は展覧会などの大きな
行事も予定しています。そんな中でも毎日積み重ねてきた自分の力を最大限
に発揮できるように。クラスや学年の団結したパワーが発揮できるように。
一日一日を大切に、前進し続けるようにしましょう。

保護者の皆様、たくさんの地域の皆様に見守られ、支えられて子供たちは
学校生活をおくることができます。学校も子供たちの笑顔のために、安全・
安心な学校を目指し、更に充実した教育を行っていかれるように努力してま
いります。これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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